
　畑用語としての「N・P・K」はよく肥料袋に書かれています。Nは窒素、Pはリン酸、Kはカリウムの元
素記号で、植物の成長に必要な元素のうち、量を多く必要とする3元素のことです。ほうさくＣｌｕｂ！で
登場する「BBN552」はN・P・Kが15％・15％・12％の割合で含まれている肥料です。

　動物性のものだけでなく、油かすや米ぬかなど植物性のものもあります。土中の微生物によって分解
されてから肥料として使われるのがほとんどなので、ゆっくり効くことが多いです。堆肥も有機質肥料の
一種ですが、肥料成分が少ない牛ふん堆肥などは土づくり資材として使い、肥料とは分けて考えます。

　連作障害対策や、おいしいけど性質が弱くて生育が良くない品種を作りたいときなどに便利なのが
「接ぎ木苗」です。土壌病害虫に強く、根がよく張る種類が台木として使われます。　　

　同じ種類の中でも、栽培日数が短く早く収穫できるものを「早生」といいます。栽培日数が長く、じっ
くり育ってから収穫になるものは「晩生（おくて）」、その中間は「中生（なかて）」と呼びます。早生種と
晩生種を同時に栽培すると、一度に収穫にならず長く楽しめたり、病害虫が多く発生する時期をずらし
たりといった工夫ができます。

　とうは「薹」という字で、花軸や花茎を表す字です。とう立ちとは、花芽ができて花茎が伸びてくる生
理現象です。「抽苔（ちゅうだい）」とも呼ばれます。キャベツやネギなどは葉や茎がかたくなって食べら
れなくなりますし、ダイコンやカブは「す」が入っておいしくなくなります。しかし花芽を食べるナバナ
などはとう立ちしないと食用にならないので、とう立ちが悪いことというわけではありません。

　茎の先端の芽を「頂芽（ちょうが）」と呼びますが、これを摘むことを「摘芯」「摘心」「ピンチ」といい
ます。摘心するとわき芽が出やすくなり、花が増えたり収量が増えたり実が充実したりします。切り戻し
は、花が咲き終わったり姿が乱れた時に茎をばっさりと切ることをいい、新芽を吹かせて再度元気にな
ることを期待する作業です。

　霜に当たると植物は体が凍らないように糖などの濃度を高めるためおいしくなるといわれていま
す。ホウレンソウなどの作物をあえて寒さにあわせることを「寒締め」といいます。外葉で覆うことは霜
よけとして使う方法ですが、甘くするためではないので寒締めとはいいません。

　防寒、防風、防虫、防鳥を目的に行う栽培方法です。寒い季節に種まきや栽培を行うときによく使わ
れます。鳥に種を食べられないようにするのにも効果的です。寒冷紗や不織布のことを「べた掛け資
材」と呼ぶこともあります。

０～２…グリーンファーム店では初心者でも気軽に相談できますよ。ほうさくClub!を参考にしながら家庭菜園に
　　　 取り組んでみましょう。
3～５…栽培できて収穫もできるけど、うろ覚えや聞きかじりがあってちょっと不安に思っていませんか？ＪＡに相
　　　 談すればもっと農業が面白くなるかも！
６～８…野菜作りの達人ですね。これからも農業を楽しみましょう！
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